
2. 検出システム開発

2.1 SNPs解析原理

マイクロち

れぞれの標識に対応したプローブをビーズに付け，標識化に使

用していない蛍光色素でラベルされた検体を反応させ，検体が

どの標識のビーズに結合したかを判別することによって，検体

のSNPs情報を解析する原理を用いている。図1に蛍光標識ビ

ーズを用いたSNPs解析の原理を示す。

2.2 蛍光標識ビーズ測定原理

同解析手法を実現するためには，自動化処理に適したビーズ

の光情報検出装置を開発する必要がある。更に，複数SNPsの

高速で解析を行うためには，微小ビーズの持つ複数種類の蛍光

情報をビーズ単位で測定する必要がある。

蛍光を測定する機器としては，分光光度計があるが，ビーズ

を個別に測定することができず，また，微少粒子の蛍光情報を

測定する装置として，細胞研究用途で使われているフローサイ

トメータがあるが，高価かつ小型化が極 癲
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